
別紙２

　　本調査票は、貴事業所の基本的な概要について記載していただくものです。

　　

 年 月 日

)

名 25 年 4 月 1 日

理念・基本方針

【保育理念】
のびのび　すくすく　にこにこ
　保護者・地域・保育園が手を取り合い、笑顔で見守るなか、子どもたちは、たくさんの”大好き”
に出会い、こころとからだをすこやかに育んでいきます。
【保育方針】
・安心できる人間関係の中で、一人ひとりの違いを認め合いながら生活します
・整った保育環境の中で、仲間と喜びのある生活をし、自らルールを発見し社会性を育みます
・様々な経験や人との関わりの中で、自ら好きなものを発見し、健全な心身の発達を図ります
・いろいろな違いを体験する中で、広い視野をもった子どもを育てます
・保護者・地域・保育者みんなで感動をわかち合い、子どもの成長を一緒に笑顔で見守ります

　　開所時間 月～金　7：00～18：00（延長保育18：00～20：00）
土　　　7：30～18：30（通所施設のみ）

ＵＲＬ http://www.kidslife-nursery.com/

施設長氏名 永島　ちあき

調査対応担当者 永島　ちあき （所属、職名： 園長

利用定員 66 開設年 昭和

所在地 〒 335-0021　埼玉県戸田市新曽1575

電　話 048-430-2080

FAX 048-430-2081

Email taiyo-niizokita@hitowa-kids-life.com

基　本　調　査　票

本調査票の記入日： 平成

設置・運営主体
ＨＩＴＯＷＡキッズライフ株式会社

　設置主体

　経営主体 ＨＩＴＯＷＡキッズライフ株式会社

事業所名
太陽の子新曽北保育園 種別 保育所

（施設名）



【利用者の状況に関する事項】 　 　

【職員の状況に関する事項】

○保育所の場合

） 人

人

人

人

人

) 人

人 人

人 人

歳 （

年 （（４）常勤職員（うち保育士・保健師・看護師）の平均在職年数 2.9 2.9 年）

（注）現在の保育所での在職年数。ただし、同一の運営主体(法人・自治体)内の児童福祉施設間の異
動は通算可(公営の場合には保育主管課在職期間も通算可）。小数点以下第二位を四捨五入。

（常勤換算 0.4

1 非常勤： 3

（３）常勤職員（うち保育士・保健師・看護師）の平均年齢 30.2 31.9 歳）

人）

（注）常勤換算計算式　　非常勤職員：それぞれの週あたりの勤務延時間数の総数÷当該保育所の常
勤職員が勤務すべき時間数。栄養士・調理員：調理業務を委託している場合には「委託」と記載。

（２）前年度採用・退
職の状況

採用 常勤： 2 非常勤：

退職 常勤：

その他（ 　保育補助 1

非常勤職員数 3 （常勤換算 1.3 人）

うち

保育士 1 （常勤換算 0.4 人）

保健師・看護師 　 （常勤換算 人）

栄養士・調理員 1 （常勤換算 0.5 人）

計 66 71 6 － －

うち
保育士 16 人 保健師・看護師

（注）１クラスあたり平均児童数は２クラス以上ある場合に記載。非常勤保育士等については常勤換算で
計算。異年齢児クラスはその区分ごとに記載。

常勤職員数 18 人

人

栄養士・調理員 2 人 その他（

４歳児 12 11 1 11

５歳児 12 13 1 13

２歳児 12 14 1 14

３歳児 12 15 1 15

０歳児 6 6 1 6

○保育所の場合（通常保育）

１歳児 12 12 1 12

定　員 利用児童数 クラス数
１クラスあたり

平均児童数
１クラスあたり
平均保育士数



【本来事業に併設して行っている事業】

（保育所の場合）

）

 人

・ボランティアの業務

【実習生の受け入れ】

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

　　　　　社会福祉士　　　　　　　人人

・平成 28 年度における実習生の受け入れ数（実数）

社会福祉士

介護福祉士

その他 4

　その他（事業名：

（注）実施事業には有無欄に○を付し、利用料を記載する。自主事業も含む。

【ボランティア等の受け入れに関する事項】

・平成 28 年度におけるボランティアの受け入れ数（延べ人数）

　地域子育て支援センター

　乳幼児健康支援一時預かり事業（病後児保育）

　アレルギー等対応給食 〇 －

　休日保育

　障害児保育 －

　一時保育

事業名 実施の有無 利用料

　乳児保育 〇 －

　延長保育 〇

    月極1時間￥2,500
        2時間￥4,000
スポット1時間￥250
        4時間￥400



【施設の状況に関する事項】

　※耐火・耐震構造は新耐震設計基準（昭和５６年）に基づいて記入。

（３）耐火・耐震構造
　耐火

　耐震

（４）建築（含大改築）年 平成 25 年

196.91 ㎡

児童１人あたり 2.98 ㎡（計算式：園庭面積合計÷定員）

○保育所の場合

（１）建物面積
　　（保育所分）

　 480.94 ㎡

（２）園庭面積
　

児童１人あたり 7.29 ㎡（計算式：建物延べ床面積合計÷定員）

１．はい２．いいえ

１．はい２．いいえ



【サービス利用者からの意見等の聴取について】

【その他特記事項】

【第三者評価の受審状況】

　・受審回数（前回の受審時期）

回 年度）

　貴施設（事業所）の特徴的な取り組み等について具体的にご記入ください。

◆絵本の読み聞かせ
グループ保育園で蔵書数日本一を目指しており、一日の流れの中で絵本の読み聞かせをする時間を多くとっている。読み
聞かせによって、文字や表現力の取得だけではなく、想像力、思いやりの心、達成感、自己肯定感など非認知能力の発達
を図る。
◆食育
保育士・栄養士が連携して、食育活動を行っている。年間食育目標を立て、日本の伝統食の継承や世界の料理を知るこ
と、作物の栽培、食事マナーや姿勢、調理体験など、様々な経験をしている。食について興味や関心を持つことで、将来
にわたって健康で質の高い生活を送るための基礎知識を養う。また、契約農園からの直送野菜をを使用した給食提供や、4
年計画で47都道府県の郷土料理をアレンジしたおにぎりを毎月おやつに提供する『日本全国おにぎり散歩』という企画に
も取り組んでいる。絵本と連動したメニューも取り入れ、読み聞かせとの相互作用を図っている。
◆英語
グループ園全体でネイティブ講師による『ふぁんばりんタイム』という英語プログラムを導入している。4,5歳児対象の
レッスンスタイルと、全クラス対象のサポータースタイルがあり、英語を身近に感じられるようにしている。
◆ダンス
外部講師による月に2回のダンスプログラムを導入している。リズム感やバランスを身につけるだけではなく、体が柔軟に
なることによってケガの予防にも繋がっている。
◆キッズおそうじチャレンジ
5歳児を中心に、グループ会社のハウスクリーニング講師から簡単で楽しい掃除法の指導を受け、当番活動に取り入れたり
家庭でのお手伝いに発展したりすることで、自立心と社会性が育まれている。

（平成

　貴施設（事業所）において、提供しているサービスに対する利用者からの意見を聞くためにどのよ
うな取り組みをされていますか。具体的にご記入ください。

①アンケート調査　行事開催後にアンケート用紙にて、ご意見を伺っている。
②運営委員会（年２回）クラス委員にあらかじめ運営に関するご意見ご要望を取りまとめていただ
き、委員会にかけている。（参加者：園長・主任・クラス代表保護者・民生委員）


